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研究成果の概要（和文）：本研究は、人的資本の蓄積をキーワードとして、様々な視点で経済成長をとらえる立
体的な構造を有して、経済成長の内生的要因を理解するのが目的である。経済成長モデルで人的資本の役割を理
論的に分析し、学校・家庭教育も含めた教育投資の寄与について、実証研究を行う。
具体的には、Akamatsu （1956）が提唱した経済成長の雁行形態論（雁が空に群れを成して飛ぶように、新興工
業国が先進国を追って経済発展を遂げていく）に関する論文、学校教育では理数科目の授業時間数の推移と、日
本の特許申請数や更新数の関係を調べた論文、個人の異質性については、脳活動の計測によって、思考と行動の
個人差について論文にまとめ発表した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to understand the endogenous factors of 
economic growth that capture　economic growth from various perspectives, with humancapital 
accumulation as the keyword. We will theoretically analyze the role of human capital in an economic 
growth model and conduct empirical research on the contribution of educational investment, including
 even school and home education.Specifically, we will examine a paper on the geese pattern theory of
 economic growth proposed by Akamatsu (1956) (newly industrializing countries follow advanced 
countries in economic development, just as geese fly in flocks in the sky); in school education, we 
will examine the relationship between the number of hours of classes in science and mathematics 
subjects and the number of patent applications and renewals in Japan; and in individual Regarding 
heterogeneity, we presented a paper on individual differences in thinking and behavior by measuring 
brain activity.

研究分野：経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
経済成長における人的資本の役割を分析する上で、教育が果たす役割は大きい。教育は、異質な個人に働きか
け、全体の達成度に影響するが故に、個人の思考の在り方というミクロと国の経済成長というマクロの橋渡しを
する。西村による学校教育の研究はNHK BSプレミアム 「アナザーストーリーズ」で、幸福度の研究は全国紙で
紹介され、大学の一般入試に出題されている。研究開発力の研究は、朝日新聞、ＪＳＴの英文、邦文のウェブサ
イトに紹介された。また、その成果を社会実装し、実際の学校現場で応用し、問題行動の減少と、学力の向上に
貢献もしている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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以下では、主に、時間選好率が消費に依存する異質な経済主体から成る貿易モデル、経済成長の
雁行形態論に関する論文、学校教育では理数科目の授業時間数の推移と、日本の特許申請数や更
新数の関係を調べた論文を発表した論文、思考と行動の個人差についての脳活動の計測に関す
る論文を中心に、背景・目的・結果を説明する。 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)異質な代表的経済主体が 2つ以上存在する 2国間国際貿易モデルのような場合に、代表的経

済主体の時間割引率（将来における価値を現在の価値に直すときに、どれだけ割り引くかの尺度）

が消費に依存して、内生的に決定される場合、長期的定常均衡は、複数存在し、不安定な結果を

もたらす可能性がある。そこで、長期的定常均衡が一意的に定まり、鞍点となる結果を生む条件

は明らかではなかった。 

(2)第二次世界大戦後、世界の所得格差は拡大し、最富裕層と最貧困層の 1 人当たりの実質所得
比率は、1960年の 20％以下から、2000年代に入ってからは 50％以上に上昇していることが分
かっている。このため、最貧国がなぜ進歩できなかったかをよりよく理解するために、貧困の罠

の研究がさらに推進され、より多くの開発経済学者が中所得の罠の可能性に気づいた。それまで

急成長していた多くの中所得国が、高所得社会に入る前に低調な成長に苦しむというのである。 
    中所得国の罠の存在については、Eichengreen, Park and Shin (2013)などによって実証的
な証拠が提供されている。彼らの研究では、中所得国の一人当たり実質所得の成長率が、かなり

の期間、それまで高成長（3.5％以上）だった国で実質的に低下（2％以上）することを中所得の
罠と同定している。 
しかし、貧困の罠だけでなく、中所得の罠も存在しうるという統一的な理論はまだないと言

っても良かった。 
(3)経 済 成 長 モデルでは、人的資本の蓄積における教育の役割が大きいことは認識されては
いたが、教育のあり方まで、経済学的に議論されることはなかった。しかし、近年の日本におい

て研究開発力が低下していることが、ここ数年の文部科学省の科学技術白書で指摘され、実際に

国別の特許出願数の推移をみると、日本の特許出願数は減少し、現在ではアメリカ、中国に後れ

を取り、韓国との差も無くなっている。また自然科学系論文発表数も、相対的かつ絶対的に減少

し、世界のトップレベルから引き離され、日本の研究開発力の低下は一過性のものではない。具

体的に、人的資本の蓄積を教育の観点から分析することが望まれている。 
(4)教育においては、多様な個人をどう育成するかが重要である。しかし、脳科学においては、個
人の多様性よりも、すべての個人に共通の脳活動の計測や解析が主であった。 

 
 
２．研究の目的 
(1)異質な経済主体が共存するモデルとして、国際貿易モデルを例に、時間選好率（将来におけ
る価値を現在の価値に直すときに、どれだけ割り引くかの尺度）が内生的に決定されるモデ
ルで、長期定常均衡が一意的に決定され、最適解が長期定常均衡に収束する条件を求める。 
(2)経済成長における人的資本の役割をより明確にする。「中所得の罠」がない場合には、
Akamatsu(1962)が指摘した雁行型の発展パラダイム（雁が空に群れを成して飛ぶように、新興工
業国が先進国を追って経済発展を遂げていく）が成立し、人間や知識の蓄積の中で技術が時間的

にアップグレードしていくようなモデルを想定する。そのモデルにおいて、貧困の罠もまた中所

得の罠も存在しうるという資本蓄積の統一的な動学理論を構築する。更に、人的資本、より一般

的には知識資本が、中所得の罠の解消に重要な役割を果たすことを、内生的な技術選択を伴う最

適成長の枠組みの中で、証明する。     
(3)日本のデータを用いて、これまで行われてきた教育が人的資本の蓄積に与えた影響を実証的
に調べる。 

(4)アンケート、実験の結果と、脳活動測定と解析結果を比較することを通じて、異なる個人の
脳活動の違いを明らかにすることで、行動の違いにつなげていく。 



３．研究の方法 
(1)代表的経済主体の時間割引率が消費の外部性に依存する閉じた 2 部門モデルにおいて、定常

解が鞍点となることを確認し、そして、そのモデルを複数主体（二国）間の国際貿易の動的

Heckscher--Ohlin（H--O）モデルに拡張して、鞍点安定性を持つ一意の自由貿易定常状態が存

在する条件を導出した。消費を外部効果として扱ったのは新しい貢献であり、それによって望ま

しい結果が得られた。 

(2)内生的な技術選択を伴う最適成長の枠組みの中で、代表的な経済主体が、予算制約のもとで、
生涯効用を最大化し、所得を消費と人的・知識的資本への投資に振り向けるモデルを考える。物

的資本への投資はそのストックに 1 対 1 で直接貢献するが、人的資本への投資は知識蓄積技術
に大きく依存する。優れた知識蓄積技術は生産性が高いが、導入障壁が高い。このトレードオフ

の結果、人的資本のストックが高い場合のみ、より優れた技術を採用することができる。 
(3)インターネット調査により、個人が幼児期から大学までに受けた教育と社会に出てからの労
働生産性、研究開発力、幸福度との関係についての実証分析を行った。  
(4)個人の脳活動計測を含めた神経経済学的な分析を行うために、産業技術総合研究所の MEG
の機器を使用し共同研究を行った。 
 
 
４．研究成果 

(1)多数経済主体と動学的均衡 
 代表的経済主体の時間割引率（将来における価値を現在の価値に直すときに、どれだけ割り引
くかの尺度）が消費の外部性（自分が選べない、他の経済主体の選ぶ変数の持つ性質）に依存す

る閉じた 2部門モデルにおいて、定常解が鞍点となることを確認し、そして、そのモデルを複数
主体（二国）間の国際貿易の動学的一般均衡モデル（Heckscher--Ohlin モデル）に拡張して、
鞍点安定性を持つ一意の自由貿易定常状態が存在する条件を導出した。この論文は、2021年の
International Journal of Economic Theoryに掲載された。 
(2)経済発展の理論と人的資本 
内生的な技術選択と人的・知識的資本蓄積を伴う単一の最適成長モデルで、貧困の罠、中所得の

罠、雁行的成長などの均衡発展の形態を説明することができた。我々は、それぞれの成長形態を

説明する主要要因として、既存技術の生産性、改良された技術の生産性、技術改良の障壁などに

よって、様々な成長形態を説明することが出来た。この論文は、2022年の Economic Theoryに
掲載された。 

(3)理数科目授業時間数と日本の特許出願数の推移 

我々は、戦後に実施された５つの学習指導要領を取り上げ、それぞれの指導要領によって定め

られる中学時代の理数科目の授業時間数が、特許などの研究開発成果に及ぼす影響を、2016年

と 2020年の二度に渡って調査分析した。 
年齢別の特許出願数を 2016年に調査したデータと 2020年に調査したデータで比較すると、

2016年のデータでは、2016年時点で 43歳前半より若い年齢層で出願数が急激に減少し、2020

年調査データでは、2020年時点で 47歳あたりより若い年齢層で急激に出願数が減少する。2016

年のグラフを右に 4年ずらして、2020年のグラフとの相関係数を測定したところ 0.923と極め

て強い相関が示され、二つのグラフがほぼ同じ右上がりの形をしていて、4年のラグをもって重

なることが確認できた。グラフは、単なる年齢効果以上の違いを表し、中学時代の３年間ゆとり

教育を受けた世代と、それより上の世代での、特許出願数の大きな違いを表すことになる。 
より具体的な関係を確認するために、学習指導要領ごとの一人当たりの特許出願数と理数科目
の授業時間数のグラフを描いてみると、指導要領の変更とともに生じる授業時間数、特許出願数
の二変数が、強い相関関係にあることがわかる。この論文は 2022 年に、Humanities & Social 
Sciences Communications, Springer Natureに掲載された。 
 
 



 
 

(4)メンタルローテーション能力及び自発的脳活動における個人差 
本研究では，右図のような一対の 3次元図形が(a)回転対称であるか，(b)鏡像の関係であるかを
判別するメンタルローテーション課題の正答率により被験者を，正答率の高いグループ（Group 
S）と, 正答率の低いグループ（Group N）に分け，メンタルローテーション課題中の脳活動お
よび何も見ずに思い出すことでイメージする自発的メンタルイメージ課題中の脳活動のグルー
プ間比較を，脳磁計による計測（MEG）によりおこなった。メンタルローテーションの得意な
グループの脳活動と，不得意なグループの脳活動には有意な違いがあり、被験者間の成績の個人
差が，自発脳活動の課題提示に同期した変化の強度と高い相関があることが明らかになった。こ
の論文は 2020年の NeuroReportに掲載された。 
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